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みんなはどうしてる？



クリニシアン という雑誌はどんな雑誌など、手がかりをつかむためにgoogleで検索

雑誌の詳細情報を見るをクリック

事例 １ (島根県立中央病院)



クリニシアン という雑誌の詳細情報が表示される。発行所のURLが表紙されている
場合は、雑誌本文へたどり着ける場合がある、



エーザイ株式会社発行の雑誌であることがわかった
また、バックナンバーも含めダウンロードできることがわかった

※製薬会社発行の雑誌は 掲載論文を公開していることがよくある



解決のヒント
● ● ●

事例1：雑誌名から想像する
・聞き慣れない雑誌名だ
・商業雑誌でないようだ
・学会雑誌でもないようだ
・あわよくばタダで手に入らないか



著者が大学所属であるので、大学の機関リポジトリにあるのではないか、と、推測。
Googleで 誌名検索

機関リポジトリ（Institutional Repository）の定義として，国立情報学研究所では，
Lynch の定義に従い，「大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信
を行うために，大学がそのコミュニティの構成員に提供する一連のサービス」として
いる。つまり大学が生み出した電子的資料を収集・保管し，広く提供するシステムと
されている。

事例 ２(島根県立中央病院)



1巻1939年から
本文あり

49巻2004年以降
しか

本文は無い

40巻1995年以降
しか

本文は無い



解決のヒント
● ● ●

事例2：著者の所属から想像する
・リポジトリの取り組みを知る
・大学以外でも、
日本赤十字・国立病院機構等でも実施



事例 ３(島根県立中央病院)

Sisk PB著 「Gas in the portal venous system」 Radiology 1961年77巻103-107
を探す
PubMed（single citation matcher）でヒットしないため、この論文が実在するか、また書誌
が正確かわからない
Radiologyのホームページで探してみる →Advanced searchをクリック



論題を入力し検索 ↓



解決のヒント
● ● ●

事例3：引用文献の不確実さ
・文献依頼時には典拠確認を

(相互貸借のマナー）
・どうしても不明時には島大図書館へ・・・



事例 ４(津山中央病院)

Q：「次の抄録の原著論文が読みたい」と依頼あり
http://www.gakkai.ne.jp/jss/research/86/371.pdf

http://www.gakkai.ne.jp/jss/research/86/371.pdf


①～⑧の経緯で解決した。

①要旨の著者名、テーマにて文献検索。
医中誌、PubMed のほか Google、Google Scholar、CiNii、J-Global 
など検索したが原著論文の有無は確認できず。

Google にて該当 PDF が学会大会の要旨であると判明。
http://www.gakkai.ne.jp/jss/research/86/conf86_p.html

http://www.gakkai.ne.jp/jss/research/86/conf86_p.html


②大会を開催した学会へ連絡し、該当文献の論文発表の有無につ
いて情報提供を依頼。

学会より「会員の過去業績の取りまとめはしていない。所属機関の
大学（早稲田大学人間科学学術院）へ打診してはいかがか」との提案あり。

③著者所属機関へ問合せたが、

「当方の研究者データベースに該当の名前がない。既に職員でな
い可能性があり追跡調査できない」との回答あり。

④要旨の文中に記載された NPO 法人名を発見。
「本報告において使用するのは，報告者らが NPO 法人健康と病い
の語り DIPEx-Japan大腸がん検診の語りデータベース・プロジェクト
で収集した 32 名のインタビューデータである．」



⑤前述の NPO 法人へ連絡し、経緯を説明したところ、事務局より、
「著者は確かに当法人の会員。論文で発表された記憶はない。
このメールを著者へ転送しておく。直接、著者本人から回答させ
ます」との回答あり。

⑥要旨著者より連絡あり、
「論文としては未発表。発表する予定はあるので、論文化の際
は連絡します」とのこと。

⑦文献依頼者へ経緯報告し、質問者の連絡先を著者へ伝えてよ
いとの許可を得た。

⑧要旨著者へ質問者の情報を伝え、「可能なら、論文化の際は
図書室でなく質問者個人へ連絡して欲しい」と伝えた。



当院(津山中央病院)の場合、文献検索のみで「論文化されていな
いようだ」で納得する質問者が殆どですので、
これまでは①の時点で「調査終了」となるケースばかりでした。

たまたまこの質問者は「本当に論文化していないのか」と更に質
問してこられたため、

②以降の調査を質問者へ提案し、「できるなら調査して欲しい」と
の希望があったため、続行しました。

Research Gate などのサービスもありますし、今後は、研究者同士
が直接やり取りする場が増えるのかなと考えています。
http://current.ndl.go.jp/ca1848
坂東慶太. "ResearchGate: リポジトリ機能を備えた研究者向け
SNS." カレントアウェアネス 324 (2015): 5-7.

http://current.ndl.go.jp/ca1848


解決のヒント
● ● ●

事例4：決してあきらめない気持ち
・どうしても不明時には島大図書館へ・・・



事例 ５(心臓病センター榊原病院)

心不全のクリニカルパスについて調べたい

１．医中誌で心不全＋クリニカルパスで多くの文献が表示される

２．日本医療マネジメント学会HPでパスが公表されている



解決のヒント
● ● ●

事例5：関連学会・団体にヒントがある



事例 ６(心臓病センター榊原病院)

院内の花について 生花、鉢植え、ドライフラワー、入院患者の影響

１．医中誌、goole使用→希望の文献がヒットしない。

２．生花→花＋アレルギーにキーワード変更。

３．「日本感染症学会」のホームページで検索。

http://www.kansensho.or.jp/sisetunai/2005_10.html

http://med.saraya.com/gakujutsu/guideline/pdf/kankyocdc.pdf

４．農林水産省HPもみる。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/kaki/flower/f_kouyou/kaki_byoin_motikomi.html

５．Google→見舞い＋花＋リスク 等のキーワードで検索して

もいろいろな情報ある。



解決のヒント
● ● ●

事例6：・いろいろな角度からキーワードを考える
・厚労省・省庁のHPにもヒントがある



事例 ７（小倉記念病院）

小倉記念病院図書室が平成25年度に実施した
レファレンスの１部をまとめたのもです。

（別添資料）



解決のヒント
● ● ●

事例7：利用者への聞き取り調査が重要
・検索結果から利用者の希望する
情報を提供する



利用者からのキーワードだけで検索するのではなく、

もっと掘り下げて

何が知りたいのか

何の研究をしているのか（研究の全容も聞く）

患者の症状や状態

患者に対してどうしたいのか

本当に細部までヒアリングを行う(自分がその研究をするつもりで・・）

それをもとに文献検索を行いある程度の文献数がでれば

一覧を提示してその中から選択してもらう

ま と め


